
機関名：宮崎県

No. 実施状況・今後の課題

1

2

1

　串間エコツーリズム推進全体構想において、「都井岬沖の九州最大級のテーブルサンゴ群集」や「築島のサンゴ群集」
がエコツーリズムの対象となる自然観光資源に定められており、同構想の中で定められたエコツーリズムのルールに則
り、自然環境の保護に留意しながら、観光資源として活用している。
　具体的には、「築島のサンゴ群集」において、地元の小中学生を対象にスノーケリングによるサンゴ観察を実施した。
また、宮崎大学の教員による講話を行い、地元の海にサンゴが多く生息していることや、サンゴ保全の重要性について理
解を深めることができた。昼食にはサンゴの海の恵みである地元獲れの魚介を使用した海鮮汁を提供し、サンゴの海の恵
みを五感で体験することができた。

2
大学と連携し、サンゴの生息域の変化やサンゴ食害生物の生息数、多種多様な魚類・藻類等々の海洋生物の調査を行い、
記録や数値化し、サンゴ食害生物駆除後の推移やサンゴ生育環境保全の重要性を裏付ける作業を進めている。

1

　日南海岸のサンゴの存在やサンゴ生態系及び生物多様性の重要性を広く周知するためには、地元の子供たちへの環境教
育学習の実施が必要と考えている。
　このため、課題2-1に示した通り、串間エコツーリズム推進協議会とタイアップし、スノーケリングによるサンゴ観察を
実施した。

2

　日南海岸の美しいサンゴや豊かな生態系を維持していくためには、地元の人々がサンゴ群集を漁業や観光の重要な資源
であることを認識した上で、それらを活かした観光事業や環境教育などの各種取組を推進していく必要があると考えてい
る。そのためには、当該支援事業終了後も継続して当協議会が運営できる環境づくりを行うことは重要であり、今後の課
題であると考えている。

1
　宮崎大学の協力を得て、大学生及び地元の一般ダイバーを駆除従事者へと育てる教育プログラムを計画している。これ
により、サンゴ群集の保全に必要なサンゴ食害生物の駆除従事者を確保することができると期待している。

つながりの構築に向けた取組①

上記の「日南海岸サンゴ群集保全協議会」により、県民へ
のサンゴ保全と生物多様性を広く周知するためのイベント
等を実施している。

つながりの構築に向けた取組②

上記の「日南海岸サンゴ群集保全協議会」は、行政機関や
大学関係者のほか、観光及び漁業の関係者が構成員である
ため、日南海岸地域のサンゴ保全について協議し意思疎通
を図ることができる場となっている。

サンゴ礁生態系保全行動計画2016-2020　取組状況報告様式

具体的取組

重点課題１「陸域に由来する赤土等の土砂及び栄養塩等への対策の推進」における取組

その他（※３重点課題に該当しないがサンゴ礁保全行動計画2016-2020の趣旨を踏まえ、サンゴ礁生態系保全に対応する取組を予定している場合又は行った場合に記載する。

日南海岸のサンゴ群集におけるサンゴ食害生物駆除従事者
の育成（日南海岸サンゴ群集保全協議会）

重点課題２「サンゴ礁生態系における持続可能なツーリズムの推進」における取組

エコツーリズム推進協議会の取組

国の交付金を活用して「串間エコツーリズム推進協議会」
を設立し、串間市内の豊富な自然観光資源を保全しながら
活用するなど、持続可能な形で後世に伝えていく取組を
行っている。（串間市）

日南海岸サンゴ群集保全協議会の設立

国の交付金を活用して「日南海岸サンゴ群集保全協議会」
を設立し、日南海岸サンゴ群集について保全方策を検討し
ている。（日南海岸サンゴ群集保全協議会）

重点課題３「地域の暮らしとサンゴ礁生態系のつながりの構築」における取組
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